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挨　　拶

2018年度の重点活動計画につきまして，ご説明したいと思います。
まず，JIPAのスローガンですが，2018年度も現在と同じスローガン，

「世界から期待され，世界をリードするJIPA　Creating IP Vision for 
the World」を踏襲いたします。
世界情勢が大きく変動して，知財制度に対する期待も随分と変わり

つつある中で，「産業の発達に寄与する」という知財制度の基本目的
に照らして，国内外の視点から今日的な知財課題を明確化し，それを
JIPAの活動を通して取り組んで，産業の発展に望ましい知財ビジョ

ンとして世界に向けて広く発信し，世界をリードしていく。この考え方は，ずっと継続して変わりま
せんので，このスローガンのもとに進めたいと考えております。
次に，我が国の産業を取り巻く世界経済の動向についてですが，私たちJIPAは民間企業から参加
している会員が多いので，世界経済がどうなっているかということについては皆様，ご案内のとおり
ですが，直近の世界経済の変化というのが非常に複雑になって，かつ激しさを増しているという認識
でございます。
例えば，米中の貿易問題に代表されるような，保護主義的，排他的な議論がある一方で，TPPとか，
一帯一路などの広域にわたって自由貿易を拡大しようという，保護主義とは相反するような動きがご
ざいます。
次に，技術的な面で言うと，ITの飛躍的な進化がもたらす第４次産業革命，それから，ビジネスエ
コシステム構築，プラットフォーム化というような昨今，雑誌やメディアで取り沙汰されている動き
があって，新たな巨大市場をつくろうとする激しい潮流になっています。
その中では，当然，多くのプレイヤーが協調的にそうしたプラットフォームをつくっていこうとい
う動きと，そのプラットフォームの主導権を誰が握るのかを争う激しい競争とがあって，こちらも相
反するような対立的な動きがあります。
今，ITの進化と申しましたけれども，これはIT産業だけの変化ではなくて，あらゆる分野の製造業，
それから，サービス業全体にわたって大きい変革が進行しています。さらに，将来，10年，20年先を
考えると，遺伝子編集とか，再生医療，そういったバイオサイエンスの進歩が，非常に世の中を変え
ていくだろうと見込まれているわけです。そうした新しい巨大市場がつくられ，これが産業として確
立していくためには，今までとは違う組み合わせのプレイヤーが参加してエコシステムをつくってい
くというように，経済を中心に社会の基盤構造そのものが大きく根本から変わろうとしている，そう
いう認識でいるわけでございます。
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そうした認識のもとに，知財戦略を考えるのですが，そのときに，昨今言われているイノベーショ
ンとの関係ということがあります。イノベーションを創生する，それによって国際競争力を強化する
ということを目指す上で，そのための知財戦略は何なのかということが言われるわけでございます。
しかしながら，まず実態，足元で申し上げますと，私も一企業の中にいて思うところがあるのですが，
企業の研究開発投資というのが有効なイノベーションに結びついていない，それから，研究開発投資
に対して事業化によってリターンを得るということがなかなかうまく進んでいない，さらに，そのリ
ターンが時代とともに減少している，というようなことが言われます。
やはり新規事業を創生して，それによって健全な投資回収をして，また新しいイノベーションを起

こすというところが非常に大事ではないかと考えます。そのために，知財としては技術とビジネスモ
デルというものを包括的に考える，そういう知財戦略が不可欠ではないかと思うわけであります。
それと同時に，先ほど申し上げましたように，保護主義に基づいたプロパテント化の考え方と，ビ
ジネスエコシステムのための，協調的オープンソースや，コモンズの考え方，そういう対立概念を調
和させていくということも，知財としては重要なことだと思っております。
さらに，技術として情報技術が進化するということで，ビッグデータの権利の問題，活用の問題と
いうものが出てきます。それから，コンピューター進化で言われているAIの問題，AI技術と知財権
がどうなるか。これも，また一つのイシューになっております。
そういう中で，JIPAで知財制度にかかわる検討を皆さんとともに進めていき，外部に向かって積
極的に意見表明，提案をしていくということ，これが必要でかつ重要な活動ではないかと考えており
ます。
もう一つの視点として，我が国だけではなく，海外も含めたグローバルな多国間関係の変化はどう
なっているのかということがあります。ここでグローバルといっても，私たちは普通，日米欧中韓と
いう５極で考えているのですが，その５極の関係が直近でかなり変化しているということを，私たち
はいろいろ知らされていると同時に，実態を見ながら，その変化の早さに驚きつつあるわけです。一
つには，中国がここ10年間で知財強国を宣言し，出願も大きく増加し，さらに，知財を使った競争力
強化という方向で積極的に動いてきている。こういう出願件数のバランスであるとか，各国の知財制
度が変化するということに対して，我が国の知財戦略をどう考えるかということが必要になると思い
ます。
さらに，こういう動きが，技術的には第４次産業革命の形で情報技術が進化していくと，デジタル

化，ネットワーク化で，国際的なプラットフォームがどんどんできてくる。そうすると，企業単位で
考えるのではなく，やはり国単位でどうしていくかということが必要ではないかと考えます。このよ
うな視点に立って，知財政策，知財制度の検討と意見表明をしていく，これもJIPAの役割としてし
っかりと継続していく必要があると考えます。
最後に，非常に重要なポイントとして，人材育成ということがございます。これからの知財人材の

役割については，さまざまな議論があるのですけれども，やはりその中で知財の専門知識を深める基
礎的な学び，これはこれからも変わらずに重要なのですが，これから産業構造がどんどん変わってい
くということを踏まえて，そういう変化を俯瞰して，ビジネスを含めた包括的な知財戦略を策定する
能力，これも知財人材として非常に重要ではないかと考えております。
さらに，今，企業経営というと，経営と知財という独立した二つの考え方で議論しがちなんですが，
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やはり経営そのものを進めている経営層に対して，今日的な知財リテラシーを敷衍していくというこ
とも，大事な役割ではないかと思います。
何故かと申しますと，知財に軸足を置いて考えることで，非常に客観的，冷静な目で経済の動向や，
技術の動向を考えることができるということがあるからです。そう考えますと，やはり知財人材が経
営に対していろいろ発信していく，その重要性があるのではないかと思います。
以上のような観点に立って，現在の我が国の産業をほとんどカバーしているさまざまな企業からご
参加いただき，そういう民間企業会員が動かしている，このJIPAの特色を活かして，ただいま申し
上げましたたような課題に取り組んでいきたいと，基本方針としては考えております。
本年度もよろしくお願いいたします。
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